
藤永は、予選 (12G)最初の
シリーズを695でスタートす
ると、4、5G目は連続パーフェ
クト。6G目は246で、西村了
（2003年に達成）以来２人目
の900シリーズはならなかっ
たが、プロで自身初の800シ
リーズとなる846。さらに第3
シリーズ777のあと、最終シ
リーズも832で、アベは実に
268.16。トータル1609ピン
で、2位の山本勲にちょうど
400ピンの大差をつけた。

にしても連続で300が出たり、
3連続でナインコールとか、練
習でも経験がないくらいすごく
ストライクが出た。優勝決定戦
は、昨年のラウンドワンＪＰＢ
Ａ決勝大会で、10フレまで有
利に進めながら最後スプリット
で負けた経験があったので、ボ
ウリングは最後まで分からない
と、諦めずに頑張った。優勝は
これまでに味わったことがない
くらいうれしい。
優勝ボール：ブラックパールウ
レタン ハンマー78D（レジェ
ンドスター）

再びストライクで応酬。
藤永が9フレ⑦タップで切れ

たため、10フレ内藤はスペア
で勝ちの状況だったが、痛恨の
⑥⑦⑩スプリット。
「5フレのスプリットもそう
だけど、とくに10フレはしっ
かり投げた結果があれで、その
瞬間は“なんでやねん”と思い
ました」と内藤。
チャンスをもらった藤永は、

10フレ1投目ストライクのあ
との2投目は「こなければ負け
なのでしっかり投げようと思っ
たけど、これまで経験がないほ
ど手が震えて大幅な内ミスをし
てしまった」が、ラッキーなピ
ンアクションで、勝利の女神は
藤永の方に微笑んだ。

藤永のコメント
大会のオイルパターンを自分

のセンターでひいて練習をした
とき、すごく感じがよかったウ
レタンボールを、これでいこう
と決めてきたけど、それがうま
くはまったのかなと思う。それ

ちぎりのトップシードの藤永以
下、山本勲、大久保雄矢、内藤
慎之介のレフティー4人が進ん
だ。4位決定戦を234：207で
大久保を下して勝ち上がった内
藤は、3位決定戦で永久シード
の20勝に王手がかかっている
山本に236：176と快勝して、
藤永が待つ優勝決定戦に勝ち
進んだ。
同期対決となった優勝決定
戦、「練習ボールでしっかり合
わせられたはずの左レーンでて
こずってしまった」と、2、4
フレをスペアの藤永に対し、1
フレからフォースで先行する内
藤は、5フレは⑥⑦と割れて
オープン。藤永はすかさず5フ
レからストライクをつなげて差
を詰めるが、内藤も6フレから

準決勝（6G）を経て上位16
名が決勝ラウンドロビンに進ん
だが、そのうち藤永を含む12
名がレフティーだった。8名ず
つ第Ⅰ、第Ⅱグループに分かれ
総当たり戦7Gを投球し、上位
4名を決勝ステップラダーに選
出するが、第Ⅰグループに入っ
た藤永は、ここでも2G目にこ
の大会3個目の300をマークし
たほか、7連勝で駆け抜けた。
決勝ステップラダーにはぶっ

▲今回で3度目のTV決勝進出だった川添

PBAワールドシリーズの初
戦『ロス/ホルマンダブルス選
手権』は、予選PTQを5位でク
リアした日本最強の川添・藤井
コンビでしたが、二人ともレー
ンコンディションの変化になか
なか対応ができず、残念なが
ら総合46位で終了しました。
さてここからは、皆さんも報
道などでご存知だと思います
が、「PBAシャーク選手権」で
奮闘し、惜しくも準優勝だった

川添奨太プロのこと、そしてそ
のときの様子を書きたいと思
います。
チーターで57位、スコーピ
オンでは100位と苦戦してい
た川添プロでしたが、シャーク
が始まる前から「このコンディ
ションは得意なので頑張りま
す！」と言った彼の姿に、並々
ならぬ気合を感じました。
予選第1ラウンドの最初の5

ゲームを6位で折り返すと、第

のナショナルツアー優勝を成
し遂げ、アメリカで年間を通じ
て活躍する姿を見たかった。も
ちろん本人がいちばん悔し
かったでしょう。
今回のアメリカツアーでは

川添プロ、そして安子夫人に大
変お世話になりました。わから
ないことばかりだったので、い
ろいろと教えていただいて、と
ても助かりました。そしてたく
さんのファンに“Sho t a”
“Shota”と声をかけられ、
PBAのメンバーたちからも尊
敬されている彼を、日本人とし
て本当に誇らしく、頼もしく思
いました。 

 （写真は川添プロ提供）
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まれ、長崎県出身。
2000年～2011年
ナショナルチーム
在籍。2023年6月

から長崎県スポーツ協会理事。全
日本ボウリング協会理事。2023年4
月から長崎県連副理事長。2022年
からＩBFアスリート委員。

には昨年ランキングトップの
EJ・タケットが進出しました。
レーンは、既に練習ボールと3
ゲームを消化していたのに加
え、ライトなどでかなり変化し
ていたと思います。川添プロ
は、右のレーンで終始苦労し
て、残念ながら213：228で
敗れ、準優勝でした。
PBAではツアー優勝すると、

10年間のシード権やエント
リー代が無料になるなど、多く
の特権が得られると聞きまし
た。日本人男子初の米本土で

手が届きかけた川添奨太の夢
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2ラウンドでは大きくスコアを
伸ばし、10ゲーム2497点で
トップに躍り出ます。第3ラウ
ンドでは、惜しくもAJ・ジョン
ソンに4ピン差でトップを譲り
ましたが、総合第2位でエリミ
ネーションに進出しました。
予選トップのAJ・ジョンソ

ンが1回戦で敗退したので、川
添プロは2回戦まで勝てば、
トップシードが確定するという
状況。1回戦は2-2のまま最終
ゲームまでもつれる展開でし
たが、最終ゲーム264でネイ
ト・パーチェスに勝ち、2回戦
はJ・ピーターズに3連勝し、
見事トップシードを決めまし
た。
決勝に残った他のメンバー

は、いずれもPBAを代表する
顔ぶれで、だれが上がってきて
も強敵でしたが、優勝決定戦

𠮷川高広税理士事務所プレゼンツ 男子プロボウリングトーナメント2024 5月 8～10日
サンスクエアボウル

初Vの藤永北斗 圧巻のひとり旅
今季の男子開幕戦となった新設トーナメント“𠮷川高広税理士事務所プレゼンツ 男子プロ

ボウリングトーナメント2024”は、記録づくめの大会となったが、藤永北斗（61期・namco
ワンダーボウル南熊本店）が、史上に残るぶっちぎりでトップシードを獲得すると、優勝決定
戦はヒヤリとしたが、デビュー2年目で初タイトルを獲得した。

（主催 ：(公社)日本プロボウリング協会　特別協賛：𠮷川高広税理士事務所）

▲▶ひとり別次元のスコアを叩いた藤永「この勢いのまま3冠を目指したい」

▲ほぼ優勝を手中にしていた内藤「内容
的によかったので、余計悔しさが込み上
げている」
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●優勝決定戦
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